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第 3 期 軽 井 沢 町
子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 策 定 の た め の

子どもワークショップ

軽井沢町子ども・子育て会議
1

子どもワークショップの目的

• このワークショップは軽井沢町における、子ども・
子育て支援について、子どもの視点から見た問題点
や課題、必要な支援、解決策などを吸い上げること
を目的として

令和6年2月6日東地区児童館

令和6年2月7日西地区児童館

令和6年2月28日中地区児童館

で実施しました。
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日程・場所

第 １ 回

日  時 令和6年2月6日（火） 15：00～16：00

場  所 東地区児童館

参加人数 51人程度

第 ３ 回

日  時 令和6年2月28日（水） 15：00～16：00

場  所 中地区児童館

参加人数 94人程度

第 ２ 回

日  時 令和6年2月7日（水） 15：00～16：00

場  所 西地区児童館

参加人数 94人程度
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ワークショップ概要（瓦版）
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ワークショップ概要（瓦版）
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ワークショップ概要（瓦版）
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子どもワークショップの結果
この町にずっと住んでいたいですか？（有効回答者数：236）

はい

164人

70%

いいえ

48人

20%

どちらとも

いえない

24人

10%

「はい」と答えた理由 「いいえ」と答えた理由
・自然が多いから
・津波が来ないから
・軽井沢に引っ越してきたから
・家族や友達がいるから

・町が小さく、やることがないから
・いろんなところで住んでみたいから
・冬が寒すぎるから
・軽井沢では将来の夢を叶えられない
から 7

• この町の好きなところは？（有効回答者数：183人）

自然がある

64人

35%

人が好き

42人

23%

遊び場所が

ある

36人

20%

住みやすい

19人

10%

魅力的な観光地で

ある

16人

9%

防災に優れ

ている

4人

2%

その他

2人

1%

その他

22人

12%

好きなところ 具体的には

自然がある
・自然が豊かで空気が美味しい
・小鳥の囀りが聞こえる
・自然に囲まれた景色がいい

人が好き
・優しい人が多い
・学校の友達が親切
・優しい友達がたくさんいる

遊び場所がある
・児童館が楽しい
・浅間ふれあい公園
・スキー場やスケートリンクがある 8
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住んでいる近くに欲しい場所は？（有効回答者数：152人）

アミューズメント施設

59人

39%

公園

25人

16%

専門店

15人

10%

レストラン

14人

9%

複合施設

12人

8%

スーパー、

コンビニ

9人

6%

その他

18人

12%
その他

39人

26%

欲しい場所 具体的には

アミューズメント施設

・遊園地（回答者数：42人）
・ゲームセンター（回答者数：6人）
・映画館（回答者数：4人）
・その他…水族館、温泉、カラオケ

公園

専門店

・ペットショップ
・アパレル
・ぬいぐるみ屋さん
・100均
・宝石店 他 9

相談者に関する質問

• あなたが一番相談できる人は？（有効回答者数：186）

お父さん

19人

10%

お母さん

78人

42%

きょうだい

16人

8%

祖父母

3人

2%

友達

48人

26%

先生

17人

9%

その他

5人

3%
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課外活動に関する質問

やってみたい課外活動は？（有効回答者数：226、複数回答）

自然の中での

体験

111人

29%

ものづくり体験

91人

24%

生活体験

49人

13%

ボランティア

体験

44人

11%

お仕事体験

43人

11%

芸術・文化体験

42人

11%

その他

4人

1%

やってみたい課外活動 具体的には

自然の中での体験 キャンプ、山登り

ものづくり体験 伝統工芸、キーホルダー作り

生活体験 お料理教室 etc

ボランティア体験
ゴミ拾い、お年寄りのお手伝い
etc 11

実施後アンケート

• 今回の活動は楽しかったですか？

（5件法：1. つまらなかった ～ 5. 楽しかった）

平均点数：4.33（有効回答者数：207）

• 今回の活動は難しかったですか？

（5件法：1. 簡単だった ～ 5. 難しかった）

平均点数：2.55（有効回答者数：203）

感想（抜粋）

・すごく楽しかった。
・いろんな問題があって楽しかった。
・もう一回やりたいぐらい楽しかった。
・なぞなぞが難しかった。
・いつもとは違う毎日だった。
・頭を使うのは学校だけだったから、こんなところでも頭を使うことがで

きて嬉しかった。
・私はなぞなぞが好きなので最高でした。
・今日の思い出になった。
・楽しかったし、軽井沢がもっと好きになった。
・もう少し難しくしてほしい。友達と協力できたからよかった。 12
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ふり返り（最後に）
 「町についてどう感じているか」ということを表出化したことがな

いことを念頭に置き、

①町を知る

②町で暮らすことを知り・考える

③町で暮らす自分の意見を伝える

という要素をワークショップの中に盛り込みました。

子どもたちは比較対象を持っておらず、「今住んでいる町は自分に

とってどういうものなのか」ということをこれまで考えたことがな

かった側面もあり、「町が好きか」といった単純な質問にも頭を悩

ませ、時間をかけて考える子どもが多く見られました。

 ワークショップの感想の中には、「楽しかったし、軽井沢のことが

もっと好きになった」といったコメントも見られ、子どもたちが自

分の暮らしている「町」というものの存在について意識を向け始め

た様子が伺えました。

 ワークショップの当初の目的であった①町を知る、②町で暮らすこ

とを知り・考える、③町で暮らす自分の意見を伝える、という要素

は達成されたと考えられます。
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